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金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
成
果
と
課
題 
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一 

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は 

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
は
、
物
事
が
地
球
規
模
に
拡
大･

発
展
す
る
こ
と

を
意
味
し
、
全
球
化
と
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
国
際
化
が
国
境
の
存
在
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
国
境
を

越
え
た
交
流
が
進
み
対
外
依
存
度
が
高
ま
る
状
況
を
い
う
の
に
対
し
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
境
の
内
外

の
差
別
の
消
滅
、
一
体
化
を
意
味
す
る
。 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
自
由
主
義
市
場
経
済
で
あ
る
。
し
か
し
世
界

大
恐
慌
後
か
ら
、
第
二
次
大
戦
後
七
〇
年
代
ま
で
は
国
内
的
に
は
福
祉
国
家
、
国
際
的
に
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
／

Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
の
下
資
本
移
動
が
管
理
さ
れ
，
手
放
し
の
自
由
放
任
主
義
で
は
な
か
っ
た
。 

急
速
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
、
自
由
放
任
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
付
い
て
進
ん
で
い
る

と
の
認
識
か
ら
、
こ
れ
は
世
界
の
ア
メ
リ
カ
化
の
陰
謀
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
や
反
発
も
強
い
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
・
世
銀
を
通
じ
て
米
国
金
融
資
本
の
利
益
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る｢

ウ
オ
ー
ル
街･

財
務
省
複
合
体｣、

｢

ワ
シ
ン
ト
ン･

コ
ン
セ
ン
サ
ス｣

が
推
進
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
、
扇
情
的
な
マ
ス
コ
ミ
や
新
興
国
、
急

進
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
強
ま
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
経
済
学
者
ス
テ
ィ
グ
リ

ッ
ツ
な
ど
も
批
判
の
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。 

 
 

九
〇
年
代
に
入
り
社
会
主
義
が
崩
壊
し
て
自
信
を
深
め
た
欧
米
諸
国
で
は
、
資
本
主
義
の｢

本
質｣
へ
の

回
帰
と
普
遍
化
の
流
れ
が
強
ま
っ
た
。
そ
れ
は｢

資
本｣

の
増
殖
を
追
求
す
る
経
済
活
動
を
重
ん
じ
，
利
潤

機
会
を
め
ぐ
る
自
由
競
争
を
促
し
国
境
を
越
え
た
資
本
移
動
を
推
進
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
そ
の

現
実
的
な
表
れ
が
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
民
主
主
義
と
自
由
主
義
市
場
経
済
は
普
遍

的
な
文
明
で
あ
る
と
す
る
啓
蒙
思
想
運
動
を
信
奉
し
て
い
る
の
が
、
米
国
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
理
論
的
に
支
え
る
の
は
，
競
争
的
に
均

衡
す
る
市
場
シ
ス
テ
ム
が
経
済
的
厚
生
を
極
大
化
し
市
場
の
秩
序
を
実
現
す
る
と
主
張
す
る
米
国
の
主
流

派
経
済
学
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
米
国
社
会
と
文
化
の
持
つ
価
値
感
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
は
当
然
な
が
ら
、
文
化
的
多
元
主
義
、
価
値
多
元
主
義
的
立
場
か
ら
批
判
と
挑
戦
を
う
け
る

で
あ
ろ
う
。 

 二 

金
融
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 
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現
在
の
世
界
経
済
は
，｢

非
グ
ロ
ー
バ
ル
化｣

の
状
況
か
ら｢

完
全
グ
ロ
ー
バ
ル
化｣

の
状
況
へ
の
ベ
ク
ト

ル
が
強
力
に
働
く
中
、
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
や
障
害
も
強
ま
り
つ
つ
あ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中

間
段
階
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
デ
ジ

タ
ル
信
号
化
さ
れ
た
金
融
資
産
の
国
際
的
移
動
は
、財･

サ
ー
ビ
ス
の
国
際
移
動
に
比
べ
相
対
的
に
容
易
な

の
で
．
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
金
融
面
で
先
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
具
体
的
な
展

開
を
概
観
し
て
み
よ
う
。 

(

一
） 

国
際
資
本
移
動
の
巨
大
化･
活
発
化 

第
二
次
大
戦
後
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
発
足
後
暫
く
は
、
経
常
取
引
の
自
由
化
を
積
極
的
に
推
進
し
た
が
資
本

移
動
に
つ
い
て
は
戦
前
期
の
短
資
移
動
の
攪
乱
的
な
性
格
に
鑑
み
、
規
制
緩
和
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
オ
イ
ル･

マ
ネ
ー
の
還
流
な
ど
で
、
規
制
の
少
な
い
ユ
ー
ロ
通
貨
市
場
が
急

成
長
を
遂
げ
，
国
際
資
本
移
動
が
活
発
化
し
た
。
そ
の
形
態
は
、
当
初
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト･

ロ
ー
ン
中
心
で

あ
っ
た
。 

八
〇
年
代
に
は
、
先
進
各
国
の
金
融
自
由
化･

国
際
化
が
進
み
、
ま
た
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
の
米
国
の

高
金
利
が
対
米
資
金
流
入
と
ド
ル
高
を
生
み
、
そ
の
財
政
・
経
常
収
支
赤
字
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
な
ど

先
進
国
間
の
資
本
移
動
が
拡
大
し
た
。 

九
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
自
由
化･

国
際
化
が
新
興
国
に
も
及
び
，
金
融
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら

に
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
数
字
は
、
資
本
取
引
急
増
の
姿
を
示
す
。 

 

証
券
発
行 

一
九
八
八
年 

二
、
二
一
六
億
ド
ル 

→
一
九
九
八
年 

一
兆
一
六
七
八
億
ド
ル 

（
五
倍
） 

 

国
際
銀
行
資
産
（
ネ
ッ
ト
）
Ｂ
Ｉ
Ｓ
報
告
対
象
国 

 
 
 
 
 
 

一
九
八
八
年 

二
兆
五
，
四
五
〇
億
ド
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
１
一
九
九
八
年 

五
兆
四
，
八
五
〇
億
ド
ル 

（
二
倍
） 

 

各
国
の
金
融
自
由
化･

国
際
化
で
、金
融
・
資
本
市
場
が
世
界
的
に
統
合
さ
れ
、国
際
資
本
市
場
が
グ
ロ
ス
，

ネ
ッ
ト
共
に
巨
大
化
，
各
国
の
金
利
水
準
の
連
動
性
が
高
ま
り
，
金
融
政
策
の
自
由
度
を
制
約
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

（
二
） 

市
場･

金
融
機
関
間
の
国
際
的
競
争
と
統
合 

金
融
の
自
由
化
、
国
際
化
の
進
行
で
、
各
国
内
部
で
金
融
業
務
の
垣
根
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
国
境

を
越
え
た
金
融
機
関
の
競
争
が
資
金
調
達･

運
用
両
面
で
激
化
し
た
。
貯
蓄
の
機
関
化
、
人
口
の
成
熟
化
を

背
景
に
投
信
，
年
金
基
金
な
ど
の
機
関
投
資
家
が
拡
大
し
，
運
用
の
国
際
分
散
化
、
効
率
化
を
求
め
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
急
成
長
を
遂
げ
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ヴ
ン
を
活
発
に
利
用
し
な
が
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ら
革
新
的
な
資
産
運
用
を
競
い
、
高
い
利
回
り
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

各
国
の
金
融･

資
本
市
場
の
間
で
は
資
本
取
引
を
争
奪
す
る
競
争
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
，こ
れ
が
ま

た
規
制
緩
和
を
加
速
さ
せ
，
市
場
や
金
融
機
関
の
間
の
優
位
性
が
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
合
従
連
衡
も

進
ん
だ
。 

（
三
） 

制
度
や
ル
ー
ル
の
国
際
的
収
斂 

市
場
間
、
金
融
機
関
の
競
争
は
制
度
間
競
争
の
様
相
を
呈
し
、
自
由
主
義
市
場
経
済
で
鍛
錬
さ
れ
て
洗
練

度
の
高
い
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
方
式
，
金
融
機
関
経
営
手
法
、
市
場
制
度
、

情
報
開
示
方
式
、
監
督
政
策
な
ど
の
優
位
性
が
次
第
に
明
確
に
な
り
，
特
に
米
国
標
準
へ
の
収
斂
傾
向
が

強
ま
っ
た
。 

 

三 

金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
疑
問 

 

一
見
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
は
疑
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
実
証
的
な
研
究
に
基
く

次
の
よ
う
な
疑
問
を
提
起
す
る
経
済
学
者
も
い
る
。 

（
一
） 

理
論
的
に
は
投
資
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
散
に
よ
っ
て
、
同
一
リ
ス
ク
で
よ
り
高
い
期
待
収
益
率

が
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
先
進
国
で
は
国
際
分
散
投
資
が
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
現
実
に
は

Capital Asset Pricing M
odel

な
ど
が
想
定
す
る
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
よ
り
は
、
国
内
株
式

投
資
へ
の
偏
重
現
象
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
ホ
ー
ム
・
バ
イ
ア
ス･

パ
ズ
ル
が
存
在
す
る
。 

（
二
） 

国
内
貯
蓄･

国
内
投
資
間
の
高
い
相
関
関
係
に
着
目
、
限
界
的
な
新
規
貯
蓄
は
最
も
有
利
な
利
回

り
を
保
証
す
る
国
に
投
資
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
各
国
の
貯
蓄
は
各
国
市
場
で
吸
収
さ
れ
る
傾
向
が

強
く
，
金
融
市
場
の
統
合
に
は
疑
問
あ
る
。（
フ
ェ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ホ
リ
オ
カ
・
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
） 

（
三
） 

ネ
ッ
ト
資
本
移
動
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
概
ね
三
％
を
超
え
四
～

五
％
に
も
達
し
て
い
た
。
現
在
で
も
第
一
次
大
戦
前
の
水
準
以
下
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
反
論
が
あ
る
。 

国
際
資
金
循
環
の
数
値
は
、
経
常
収
支
不
均
衡
に
現
れ
る
各
国
の
資
金
過
不
足
が
、
国
際
金
融･

資
本
市
場

を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
た
か
を
事
後
的
に
観
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
の
資
本
移
動
水
準

の
変
遷
は
、
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
と
は
整
合
的
と
は
限
ら
な
い
。
資
本
移
動
の
規
模
は
、
い
か
な

る
金
融
レ
ジ
ー
ム
を
選
択
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
①
為
替
相
場
の
安
定
化
、

②
国
内
金
融
政
策
の
自
律
性
、
③
資
本
移
動
の
自
由
の
三
つ
の
目
標
中
，
ど
れ
を
追
求
す
る
か
に
よ
っ
て

資
本
移
動
は
変
動
す
る
。 
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（
１
） 

第
一
次
大
戦
前
の
金
本
位
制
下
で
は
、
為
替
相
場
の
安
定
と
資
本
移
動
の
自
由
追
求
は
両
立
し
た
。

し
た
が
っ
て
資
本
移
動
は
活
発
に
な
る
。 

（
２
） 

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
下
で
は
、
国
内
金
融
政
策
の
自
律
性
を
追
求
す
る
と
、
為
替
相
場
が
固
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
資
本
移
動
は
制
約
さ
れ
る
。 

（
３
） 

変
動
相
場
制
下
で
は
、
金
融
政
策
の
自
律
性
と
資
本
移
動
の
自
由
を
為
替
相
場
の
制
約
な
し
に
追

求
で
き
，
資
本
移
動
は
活
発
化
す
る
。 

グ
ロ
ス
ベ
ー
ス
で
の
資
本
移
動
、
特
に
九
〇
年
代
以
後
で
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
と
、
金
融
派
生
商
品
取
引
急
増
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
進
行
の
表
れ
と
し
て
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。
特
に 

リ
ス
ク
の
移
転
サ
ー
ビ
ス
の
急
拡
大
を
支
え
る
金
融
派
生
商
品
取
引
の
急
増
は
、
資
本
移
動
の
増
加
自
体

よ
り
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

四 

金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト 

 

金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
次
の
よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
。 

（
一
） 

国
際
的
資
金
過
不
足
の
調
整
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
、
資
本
輸
出
国
、
輸
入
国
双
方
の
経
済
厚
生

を
最
大
化
す
る
。
資
本
輸
出
国
は
、
国
内
の
余
剰
資
金
を
現
時
点
で
輸
出
し
，
将
来
時
点
で
返
済

さ
れ
る
資
金
で
生
産
以
上
の
消
費
を
可
能
に
す
る
。
資
本
輸
入
国
は
、
現
時
点
の
消
費
と
投
資
の

た
め
の
不
足
資
金
を
輸
入
し
将
来
時
点
で
返
済
す
る
こ
と
で
、
世
界
全
体
で
効
率
的
な
資
源
配
分

が
達
成
で
き
る
。 

（
二
） 

資
金
過
不
足
の
調
整
の
場
と
し
て
の
国
際
金
融･

資
本
市
場
が
、
自
由
化･

国
際
化
で
結
合
さ
れ
、

取
引
コ
ス
ト
が
低
下
、
金
利
裁
定
が
強
化
さ
れ
る
。 

（
三
） 

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ（
分
解
）と
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ(

再
構
成)

に
よ
る
効
率
化
、

金
融
業
の
国
際
的
分
業
、
再
編
成
が
促
進
さ
れ
る
。 

（
１
）
投
資
信
託
の
発
達
で
、
海
外
資
産
の
保
有
が
促
進
さ
れ
る
。 

（
２
）
投
資
銀
行
業
務
、
グ
ロ
ー
バ
ル
保
管
業
務
、
資
産
管
理
業
務
、
情
報
提
供
な
ど
金
融
サ

ー
ビ
ス
の
細
分
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
む
。 

（
３
）
金
融
派
生
商
品
の
発
達
で
、
銀
行
業
，
保
険
業
，
証
券
業
な
ど
の
制
度
的
垣
根
が
意
味

を
失
い
、相
互
乗
り
入
れ
に
よ
り
競
争
が
促
進
さ
れ
る
。④
国
際
的
な
金
融
機
関
の
合
併
，

買
収
、
提
携
の
動
き
が
顕
著
と
な
り
，
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
が
進
行
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
可
能
性
が
高
ま
る
。 

（
四
） 

各
国
の
金
融･

資
本
市
場
の
イ
ン
フ
ラ
が
平
準
化
す
る
。 
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（
１
）各
国
の
市
場
イ
ン
フ
ラ
に
グ
ロ
ー
バ
ル･

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
収
斂
さ
せ
る
圧
力
が
高
ま
り
，

グ
ロ
ー
バ
ル
に
継
ぎ
目
の
な
い
市
場
が
形
成
さ
れ
、
取
引
コ
ス
ト
が
低
下
し
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｐ
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
，
外
為
決
済
リ
ス
ク
削
減
構
想
な
ど
金
融
商
品
の

受
け
渡
し
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。 

（
２
）
金
融
商
品
の
認
識
，
測
定
、
開
示
な
ど
の
会
計
基
準
統
一
化
の
動
き
は
、
投
資
行
動
、

資
金
調
達
な
ど
企
業
経
営
に
影
響
を
も
た
ら
し
透
明
性
を
高
め
る
。 

（
３
）
金
融
機
関
の
業
務
規
制
を
平
準
化
さ
せ
る
圧
力
を
高
め
、
国
境
を
越
え
た
同
質
化
へ
進

む
。
自
己
資
本
比
率
規
制
な
ど
、
国
際
的
に
共
通
な
枠
組
み
に
よ
る
監
督
と
公
正
な
競
争

を
可
能
と
す
る
。
ま
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
発
達
が
、
税
制
の
国
際
的
平
準
化
・
単
純
化
を

推
進
す
る
。 

（
４
）
市
場
参
加
者
に
よ
る
マ
ク
ロ
政
策
運
営
、
債
務
支
払
能
力
の
監
視
が
行
な
わ
れ
，
不
適

切
な
経
済
運
営
を
行
な
う
国
に
対
し
て
は
、
長
期
金
利
の
上
昇
，
為
替
投
機
な
ど
の
形
で

市
場
規
律
を
課
す
。 

 

五 

金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
問
題
点 

（
一
） 

金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
定
化
の
可
能
性
。 

金
融
・
資
本
市
場
は
将
来
に
わ
た
る
支
払
い
の
流
れ
を
取
引
す
る
の
で
、
不
確
か
な
将
来
に
対

す
る
賭
け
の
性
格
を
も
ち
、
変
動
性
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
本
源
的
価
値
に
つ
い
て
の
情
報

が
不
十
分
で
あ
り
、
群
集
心
理
に
支
配
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
投
資
が
借
入
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

場
合
、
リ
ス
ク
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
銀
行
が
も
つ
本
来
的
な
脆
弱
性
は
、
国
際
的
連
動
性
の
高

ま
り
で
さ
ら
に
強
ま
り
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
距
離
、
言
語
、
文
化
、
法
制

の
違
い
な
ど
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
も
容
易
に
解
消
し
な
い
。 

（
二
） 

一
九
八
〇
年
代
以
降
，
先
進
国
で
土
地
，
株
式
な
ど
資
産
価
格
の
連
動
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
，
①
各
国
の
金
融
政
策
の
同
調
、
②
同
時
期
に
進
ん
だ
金
利
自
由
化
、
③
資
産
価
格
の

変
動
を
促
進
し
や
す
い
税
制
の
歪
み
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。 

（
三
） 

巨
大
化
す
る
資
本
移
動
は
、
通
貨･

金
融
危
機
を
続
発
さ
せ
る
。 

国
際
資
本
移
動
が｢

異
時
点
間
の
資
源
配
分
を
最
適
化｣

す
る
前
提
は
、
①
政
府
部
門
は
中
立
的

（
均
衡
財
政
）、
②
民
間
部
門
の
最
適
な
貯
蓄
・
投
資
決
定
に
よ
る
経
常
収
支
の
決
定
，
③
国
際

資
本
移
動
は
こ
の
よ
う
な
前
提
で
の
国
際
資
金
過
不
足
を
受
動
的･

事
後
的
に
調
整
す
る
、④
国

際
間
の
貸
借
が
い
か
な
る
資
金
形
態
で
行
わ
れ
る
か
を
問
題
に
し
て
い
な
い
な
ど
で
あ
る
。 
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現
実
に
は
，
巨
額
の
財
政
赤
字
が
存
在
し
た
り
，
投
資
対
象
に
必
要
以
上
の
過
剰
資
金
が
流
入

す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
直
接
投
資
、
銀
行
融
資
な
ど
安
定
的
な
資
金
流
入
よ
り
証
券
形
態
や

短
期
の
銀
行
融
資
へ
の
依
存
を
高
め
，
結
果
的
に
通
貨
危
機
を
招
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。 

（
四
） 

金
融
技
術
革
新
の
進
展
で
複
雑
化
す
る
金
融
リ
ス
ク
の
評
価
が
困
難
と
な
り
，
監
督
当
局
の
情
報

劣
位
化
が
進
み
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
遮
断
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金

融
市
場
参
加
者
の
中
か
ら
自
然
に
形
成
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク･

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
役
割
が
増
大
す
る
も

の
の
十
全
と
は
い
え
な
い
。 

（
五
） 

米
国
中
心
の
国
際
的
資
金
循
環
の
脆
弱
性
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
で
論
じ
る
。 

 

六 

米
国
中
心
の
国
際
資
金
循
環
の
問
題
点 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
＝
ア
メ
リ
カ
化
と
も
い
わ
れ
る
中
で
，
金
融
に
関
し
て
は
疑
い
な
く
米
国
が
中
心
的
な

役
割
り
を
果
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
基
軸
通
貨
国
と
し
て
、
①
国
際
決
済
シ
ス
テ
ム
の
提
供
，
②
国
際
的

信
用
創
造
、
③
国
際
的
金
融
仲
介
の
機
能
を
担
う
。 

 

（
一
） 

六
〇
年
代
、
米
国
の
短
期
債
務
が
保
有
金
量
を
上
回
り
ド
ル
危
機
が
発
生
し
た
。
ト
リ
フ
ィ
ン
が

「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
論
」
を
唱
え
た
の
に
た
い
し
て
、
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
達
は
、
米
国
の
流
動

性
収
支
赤
字
は
、
米
欧
間
に
お
け
る
流
動
性
選
好
の
差
で
生
じ
る
と
し
、
西
欧
は
長
期
資
金
を
需

要
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
金
を
一
時
的
に
短
期
の
ド
ル
預
金
の
形
で
保
有
す
る
。
す
な
わ
ち
米

国
は
短
期
借
り･

長
期
貸
し
の｢

世
界
の
銀
行｣

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
経
常
収
支
黒
字
の
範
囲
で
長
期
資
本
輸
出
を
行
う
事
が
、
基
軸
通
貨
国
中
心
の
安
定
的
資
金

循
環
の
条
件
と
い
う
主
張
も
あ
っ
た
。 

（
二
）
七
〇
年
代
、
経
常
収
支
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
お
り
、
民
間
の
資
本
取
引
の
赤
字
は
、
外
国
通
貨
当
局

の
外
貨
準
備
増
加
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
た
。 

（
三
）
八
〇
年
代
以
降
の
継
続
的
経
常
赤
字
で
、
世
界
最
大
の
債
務
国
の
通
貨
が
基
軸
通
貨
と
し
て
機
能

す
る
不
安
定
な
国
際
資
金
循
環
構
造
が
出
現
し
た
。
す
な
わ
ち
①
民
間
対
米
証
券
投
資
，
②
外
国

公
的
資
産
増
、
③
銀
行
収
支
の
好
転
で
、
経
常
赤
字
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

八
〇
年
代
後
半
に
は
、
本
邦
の
経
常
収
支
黒
字
を
背
景
に
、「
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ネ
ー
」
が
世
界
を
席

巻
し
た
。し
か
も
経
常
黒
字
以
上
の
資
本
輸
出
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
た
め
に
ユ
ー
ロ･

ド
ル
市
場

で
短
期
借
り･

長
期
貸
し
を
行
っ
た
。
国
際
決
済
と
信
用
創
造
を
米
国
，
金
融
仲
介
を
日
本
が
分
担

す
る
変
則
的
な
時
期
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。 
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（
五
） 

九
〇
年
代
、
特
に
九
五
年
以
降
、
経
常
赤
字
の
二
倍
以
上
の
民
間
資
本
が
米
国
に
流
入
し
、
株
式･

社
債
へ
投
資
さ
れ
た
。
こ
れ
は｢

強
い
ド
ル｣

政
策
へ
の
転
換
と
軌
を
一
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
資

金
流
入
に
支
え
ら
れ
，
対
外
投
資
も
九
五
年
か
ら
活
発
化
し
、
機
関
投
資
家
の
対
外
投
資
も
急
拡

大
し
た
。
一
種
の
金
融
資
産
の
水
平
貿
易
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
米
国
は
多
様
な
金

融
資
産
を
提
供
す
る
事
で
外
国
資
本
を
吸
引
し
、
国
際
金
融
仲
介
機
能
を
果
し
て
き
た
。 

問
題
は
Ｉ
Ｓ
バ
ラ
ン
ス
を
上
回
る｢

過
剰
な｣

資
金
を
、
高
レ
バ
レ
ッ
ジ
機
関
，
オ
フ
シ
ョ
ア
・

セ
ン
タ
ー
が
仲
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
市
場
の
不
安
定
性
が
高
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
経

常
赤
字
が
自
動
的
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
基
軸
通
貨
国
の
特
権
乱
用
の
結
果
、
米
国
は
巨
額
の

対
外
債
務
を
抱
え
る
に
至
り
、
そ
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国

際
通
貨
シ
ス
テ
ム
に
と
り
、
最
大
の
不
安
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
ビ
ナ
イ

ン
・
ニ
グ
レ
ク
ト
（
無
策
の
策
）
の
姿
勢
を
と
り
続
け
る
米
国
の
政
策
に
対
し
て
一
定
の
制
約
を

課
す
る
シ
ス
テ
ム
設
計
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
出
現
は
、
そ
の
役
割
を
果
せ
る

か
。
米
国
が
政
策
協
調
の
誘
因
を
持
つ
か
ど
う
か
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
金
融
の
最
大
の
問
題

と
い
え
る
。 

 

七 

新
興
国
と
国
際
資
本
移
動 

国
際
資
本
移
動
の
理
論
は
、
資
本
過
剰
国
に
よ
る
資
本
不
足
の
国
々
へ
の
投
資
で
世
界
全
体
の
経
済
厚

生
が
高
ま
る
と
す
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
新
興
国
に
と
っ
て
の
福
音
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。
一
九
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
に
は
、
英
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％
程
度
が
、
米
国
，
カ
ナ
ダ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
，
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
投
資
さ
れ
た
。
独･

仏
も
大
き
な
資
本
輸
出
国
で
あ
り
、
資
本
輸
入
国

の
多
く
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
第
一
次
大
戦
と
と
も
に
第
一
次
金
融
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

は
終
わ
り
を
告
げ
、
そ
の
後
大
恐
慌
時
代
を
経
て
、
七
〇
年
代
ま
で
の
五
〇
年
間
、
民
間
資
本
の
流
れ
は

細
っ
て
し
ま
う
。
七
〇
年
代
の
新
興
国
へ
の
民
間
資
本
投
資
は
、
輸
出
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
程
度
に
止
ま
っ

た
。
七
〇
年
代
に
資
本
移
動
は
若
干
活
発
化
し
た
も
の
の
，
八
〇
年
代
の
債
務
危
機
で
足
踏
み
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。 

九
四
年
の
メ
キ
シ
コ
危
機
，
九
七
年
の
東
ア
ジ
ア
危
機
、
九
八
年
の
ロ
シ
ア
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
国

際
資
本
移
動
は
拡
大
し
た
。
七
〇
～
八
〇
年
の
年
間
の
資
本
流
入
は
、
新
興
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
二
五
％

程
度
で
あ
っ
た
の
が
、
九
〇
年
代
末
ま
で
に
は
そ
の
三
倍
程
度
に
な
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
一
年
末
、
九

兆
ド
ル
の
ク
ロ
ス･

ボ
ー
ダ
ー
銀
行
貸
出･

預
金
の
う
ち
七
〇
〇
〇
億
ド
ル
、
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
証
券
投

資
一
二
兆
ド
ル
中
六
千
億
ド
ル
が
新
興
国
向
け
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
豊
か
な
国
か
ら
貧
し
い
国
へ
の
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資
金
の
流
れ
は
国
際
資
本
移
動
の
一
部
分
で
あ
り
、
米
国
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
〇
％
も
の
純
対
外
債
務
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
実
を
物
語
る
。 

新
興
国
へ
の
資
金
の
流
れ
を
阻
む
要
因
は
何
か
。
①
労
働
力
の
質
，
②
不
十
分
な
財
産
権
の
保
護
、
③

政
治
的
不
安
定
性
、
④
資
本
取
引
制
限
の
リ
ス
ク
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

そ
れ
で
は
新
興
国
は
国
際
資
本
移
動
に
よ
り
ど
の
程
度
利
益
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は

研
究
が
少
な
く
，
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
な
い
。
そ
れ
が
も
た
ら
す
混
乱
を 

勘
案
す
れ
ば
、
手
放
し
で
金
融
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
礼
賛
で
き
な
い
。
資
本
取
引
規
制
緩
和
は
新
興
国
で
の
投
資
を
促
進
し
経
済
成
長
を
促
す

と
共
に
、
経
済
的
攪
乱
を
伝
播
し
成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
れ
ば
、
一
九

七
〇
～
九
九
年
の
間
，
六
四
の
銀
行
危
機
、
七
九
の
通
貨
危
機
が
発
生
し
た
。 

Dobson(U
niversity of Tronto)

とH
ufbauer(IIE)

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
新
興
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
金

融
市
場
を
利
用
し
て
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
五
％
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
通
貨
・
金
融
危
機
に
時
折
見
舞
わ
れ
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
た
こ
と
に
な
る
。

彼
ら
は
八
〇
～
九
〇
年
代
の
二
四
の
銀
行
危
機
，
三
六
の
通
貨
危
機
が
も
た
ら
し
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
喪
失
に
よ
る

コ
ス
ト
推
計
を
行
い
、
八
〇
年
代
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
危
機
で
年
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
・
二
％
喪
失
の
コ

ス
ト
、
九
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
危
機
で
、
年
間
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
四
％
の
コ
ス
ト
と
計
算
し
て
い
る
。
全
新

興
国
経
済
の
コ
ス
ト
と
し
て
は
、
八
〇
年
代
は
年
間
〇
・
六
％
、
九
〇
年
代
は
〇
・
七
％
の
成
長
率
の
低

下
が
あ
っ
た
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
市
場
利
用
の
利
益
、
年
間
三
五
〇
〇
億
ド
ル
，
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％

程
度
と
対
比
し
悪
く
な
い
結
果
と
し
て
い
る
。 

し
か
し
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
結
果
で
さ
え
、金
融
統
合
の
利
益
に
疑
問
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

一
四
の
研
究
中
，
三
研
究
が
利
益
あ
り
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
新
興
国
は
国
内
金
融
機
能
が
非
効
率
、
脆

弱
で
あ
り
，
規
制
の
シ
ス
テ
ム
も
弱
体
，
経
済
政
策
も
一
貫
性
を
欠
く
た
め
、
資
本
取
引
自
由
化
の
結
果
，

マ
イ
ナ
ス
が
便
益
を
上
回
る
結
果
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

結
び
に
代
え
て
―
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
本 

金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
不
可
避
的
な
現
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
、世
界
最
大
の
債
権
国
で
あ
る
日
本
が
、

そ
の
中
で
発
展
す
る
可
能
性
や
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。 

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
た
め
早
晩
貯
蓄
率
の
低
下
は
ま
ぬ
か
れ
ず
、 

経
常
収
支
黒
字
は
や
が
て
減
少

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
資
本
輸
入
に
依
存
す
る
事
態
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
残
さ
れ
た
時
間
で
蓄

積
さ
れ
た
貯
蓄
を
有
効
に
投
資
し
て
生
活
水
準
の
維
持
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
日
本
の
金

融
シ
ス
テ
ム
を
早
く
健
全
化
し
、
効
率
的
な
金
融
資
本
市
場
と
競
争
力
あ
る
金
融
産
業
を
確
立
し
、
ア
ジ
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ア
に
お
け
る
名
実
と
も
に
中
心
的
な
金
融
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
た
め
に
も
、
そ
し
て
脆
弱
性
を
抱
え
る
米
国
中
心
の
国
際
金
融
体
制
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に

も
、
日
本
は
戦
略
的
に
対
米
依
存
度
を
漸
減
す
る
構
想
が
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
長
年
輸
出
主
導
の
経

済
成
長
を
続
け
て
き
た
た
め
に
米
国
市
場
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
た
め
対
外
資
産
の
多
く
を
米
ド

ル
で
蓄
積
し
、
結
果
的
に
米
国
の
財
政
・
経
常
赤
字
の
大
き
な
部
分
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
事
態
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

現
状
は
膨
大
な
経
常
黒
字
で
発
生
す
る
ド
ル
資
金
余
剰
を
ば
、
円
安
水
準
を
堅
持
す
る
た
め
米
国
の
顔

色
を
伺
い
な
が
ら
為
替
市
場
介
入
を
行
っ
て
吸
収
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
、
結
果
と
し
て
六
千
億
ド
ル
以
上

の
外
貨
準
備
を
溜
め
込
み
、
リ
ス
ク
管
理
責
任
も
曖
昧
な
ま
ま
に
特
に
情
報
・
資
産
管
理
技
術
に
優
位
を

も
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
通
貨
当
局
に
そ
の
運
用
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
愚
か
し
い
政
策
を
続

け
て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
日
本
の
金
融
面
で
の
真
の
競
争
力
を
育
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
貯
蓄

に
関
す
る
リ
ス
ク
を
い
つ
ま
で
も
実
質
的
に
国
家
が
負
担
す
る
こ
と
を
や
め
、
民
間
に
よ
る
リ
ス
ク
負
担

能
力
を
高
め
て
直
接
金
融
や
市
場
型
間
接
金
融
を
推
進
し
、
積
極
的
な
海
外
へ
の
投
融
資
を
活
発
化
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
金
融
機
関
の
競
争
力
の
向
上
と
効
率
的
な
金
融
・
資
本
市
場
の
構
築
が
進
む
。

か
つ
て
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ネ
ー
」
の
狂
奔
は
、
金
融
機
関
の
力
不
足
を
量
で
補
お
う
と
し
た
愚
か
な
現

象
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
製
造
業
に
よ
っ
て
蓄
積
し
た
富
を
雲
散
霧
消
さ
せ
た
。
日
本
の
金
融
業
、
そ
れ

を
監
督
し
た
は
ず
の
金
融
当
局
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
い
ま
だ
巨
大
な
貯
蓄
を
有
効
に
駆
使
し
て
、
真

の
国
益
の
追
求
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
つ
つ
あ
る
世
界
経
済
の
安
定
に
貢
献
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
三
〇
日
） 
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